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ランチャー（スタート画面）

電子レプトの登録

デスクトップの「 RC ビューア歯科版」のショートカット　　　　　を

ダブルクリックすると、ランチャー（スタート画面）が立ち上がります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　① RC ビューアを起動します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② ランチャーを終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ データのバックアップをとります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④ バックアップからデータを復元します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ マスター更新・プログラム更新を行いま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［起動］をクリックすると RC ビューアが起動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、「メニュー画面」が表示されます。

「メニュー画面」の［登録メニューを開く］をクリックすると、登録メニューが開きます。
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登録メニュー

登録メニューの画面が開きますので、電子レセプト（RECEIPTS.UKE）を指定して RC ビュー

アに登録します。

　登録が完了したら、
［登録メニューを閉じる］を
　クリックして登録メニューを
　閉じます。

　電子レセプトを指定して、
［開く］をクリックします。

　直近の登録状況が表示されます。

［登録］をクリックすると、
　電子レセプトが登録されます。
　社保→国保の順に登録します。

　旧レセプトビューアからデータ
　を移行します。

［参照］をクリックすると、
　電子レセプトの選択画面が開きます。
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メニュー画面
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① ライセンスキーの確認・登録を行います。

② 「メニュー画面」を終了します。

③ 電子レセプトを登録します。

④ 患者を検索します。

⑤ 高点数のレセプトを抽出します。

⑥ 閲覧するレセプトの並び順を設定します。

⑦ レセプトを閲覧します。

⑧ 登録したレセプトを削除します。

⑨ 過去のレセプトを閲覧します。

⑩ 重点項目のリストを表示します。

⑪ 診療行為、医薬品、傷病名等の検索を行います。

⑫ 電子付箋のついたレセプトのリストを表示します。

⑬ 時系列グラフを閲覧します。

⑭ 詳細集計を閲覧します。

⑮ 増減点連絡書の登録、管理を行います。

⑯ 再審査請求書のリストを表示します。

⑰ 後発医薬品の置換率を計算します。

⑱ 他の端末からアクセスする場合の URL を示します。

⑲ 操作マニュアルを表示します。

⑳ RC ビューアのホームページを表示します。
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電子レセプトの閲覧

●月次画面

① 「メニュー画面」に戻ります。

② 患者一覧を表示します。

③ 患者を検索します。当月の患者が検索対象となります。

④ 患者の年齢を表示します。

⑤ < 前の患者、次の患者 >のレセプトに移動します。

⑥ 「対比画面」を表示します。

⑦ 画面を再読み込みします。

⑧ 再審査請求書を作成します。

⑨ レセプトの点数を診療行為別に色分けしてグラフ表示します。

⑩ グラフの凡例を表示します。

⑪ 「月次画面」と「日次画面」を切り替えます。

⑫ 電子付箋を貼付します。

⑬ 重点項目を設定します。

⑭ 普段使わない診療行為を非表示にします。

⑮ 歯周病関連の診療行為のみを表示します。

⑯ 「縦覧画面」を表示します。
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●月次画面と他の点検画面との切り替え

「月次画面」はレセプト閲覧の基本画面です。

左側に歯式、傷病名、右側に診療行為が表示され、紙レセプトに近いレイアウトです。

必要に応じて、「日次画面」、「縦覧画面」等に切り替え、後から確認、修正が必要なレセ

プトには電子付箋を貼ります。

 

●日次画面

「月次画面」が月単位の表示であるのに対して、「日次画面」は日単位の表示です。

日単位で算定要件を確認する場合などに使います。

　歯清は歯科疾患管理料の算定前は算定不可ですので、誤った請求になります。

　紙レセプトは月単位なので分かりませんが、電子レセプトには日付の情報が含まれている

　ので、審査機関のコンピュータ審査で簡単にチェックされます。

12月1日
の内容

12月22日
の内容

月次画面

日次画面
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H27年12月
のレセプト

クリックすると該当月の「月次画面」が表示されます。

H27年8月
のレセプト

●縦覧画面

過去７ヶ月間の診療行為を表示し、縦覧点検を行う場合に用います。

 

　12 月を初診で請求すると、「歯周検査なしの歯周治療」として誤った請求になります。

　8月に実施した歯周検査がありますので、12 月は再診で請求するのが正しい請求です。

　紙レセプトは12月単月なので分かりませんが、縦覧点検にかかると誤りがチェックされます。

●対比画面

今月と前月、あるいは他の年月のレセプトを対比して表示します。
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レセプト点検の効率化

●歯周病関連のみ表示

診療行為の中から歯周病関連の項目のみを抽出して表示します。

歯周病関連を集中的に確認する場合に用います。

「月次画面」、「日次画面」のいずれでも歯周病関連のみ表示ができます。

●重点項目

減点の対象となりやすい項目は重点項目として予め設定することができます。

重点項目は赤帯で表示されます。

重点項目のリストから、該当項目を含むレセプトだけを抽出して表示します。

重点項目

歯周病関連
のみ表示

「メニュー画面」の
［重点項目リスト］（4ページ
　の⑩）をクリックすると表示
　されます。
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●電子付箋

後から確認、修正が必要なレセプトには電子付箋をつけます。

電子付箋は緑帯で表示されます。

電子付箋は電子付箋一覧から一括して確認することができます。

●高額レセプト

① 「メニュー画面」の［ソート順設定を開く］(4 ページの⑥)を開いて、点数の高い順に

　 レセプトを並べて点検することができます。

② あるいは［請求点数メニュー］から、設定された点数以上の高額レセプトを抽出する

　 こともできます。

電子付箋

「メニュー画面」の
［電子付箋の一覧］（4ページ
　の⑫）をクリックすると表示
　されます。

1
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増減点連絡書と再審査請求

●名称検索

「メニュー画面」の［名称検索］（4ページの⑬）で検索画面が表示されます。

検索したい文字列を入力し、［検索］をクリックすると、該当項目のリストが表示されます。

註：歯科の電子レセプトは医科の診療行為も記録する仕様になっています。

●増減点連絡書

オンライン請求のサーバには増減点連絡書が csv 形式で保存され、１年間分はダウンロー

ドすることができます。この csv 形式のファイルを読み込んでデータベース管理します。

チェックを入れると登録されたレセプト
に含まれる項目のみが検索されます。

クリックすると検索された項目を含む
患者レセプトのリストが表示されます。

クリックすると増減点の内容が表示されます。
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●再審査請求

「月次画面」の［再審査請求書作成］をクリックして、再審査請求書を作成します。

註：社保は全国共通、国保は都道府県毎に書式が異なります。

再審査請求のリストは「メニュー画面」の［再審査請求書リストを表示］（4 ページの⑯）

で表示し、管理することができます。

再審査請求書を印刷します。

コピペ
過去の履歴から同様の文章を参照（コピペ）
することで、効率的に再審査請求書を作成
することができます。
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●時系列グラフの閲覧

「メニュー画面」の［時系列グラフの閲覧］（4 ページの⑬）をクリックすると、「総括表

詳細画面」が表示されます。

註：新しくレセプトを登録した後で「統計グラフの閲覧」をクリックすると、自動的に

　　レセプト情報の再集計が行われます。

 

① レセプトの統計情報を再集計します。同一月内に更新したレセプト情報を登録したよ

　 うな場合に用います。

② グラフのレイアウトを 12 ヶ月から 24 ヶ月に切り替えます。

　 註：総括表詳細と前年同月比のグラフは 12 ヶ月に固定です。

③ グラフの表示期間を変更します。

④ 縦に 2個並べて 1ページ印刷するか、横に 1ページで印刷するか、を設定します。

統計グラフの更新／閲覧

1 2 3 4

レセプト件数、述べ患者数
の時系列表示

外来総請求額の診療行為別
時系列表示

レセプト１件当たり請求額
の診療行為別時系列表示
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時間系列グラフレイアウトを以下に示します。

社保・国保 請求額／レセプト件数 レセプト件数／述べ患者数

総請求額／レセプト１件当たり請求額

前年同月比 総請求額／レセプト件数

診察料／レセプト１件当たり診察料

総請求額／ 24 ヶ月表示
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●詳細集計の閲覧

「メニュー画面」の［詳細集計を閲覧する］（4 ページの⑭）をクリックすると、「詳細集

計画面」が表示されます。

「詳細集計画面」とは、１ヶ月間の診療行為、特定保険材料等を集計した画面です。

註：縦覧集計（次ページ）とは、登録された項目について毎月の件数を一覧表にしたもの

　　です。

　　［登録］で対象となる診療行為を指定しないと縦覧集計は表示されません。

　［特定保険材料］をクリックすると特定保険材料のリストが表示されます。

［登録］をクリックすると、
　縦覧集計の対象にとなり、
［登録］が［解除］に変わります。

1ヶ月の点数合計です。

特定保険材料のリストに切り替えます。
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「詳細集計画面」の［縦覧集計を表示］をクリックすると、「縦覧集計結果画面」が表示さ

れます。

［グラフ表示］をクリックすると、縦覧集計結果のリストでチェックをいれた項目がグラ

フ表示されます。

チェックをいれた項目がグラフ
表示されます。



●後発医薬品置換率

「外来後発医薬品使用体制加算＊の施設基準に係る届出書添付書類」（様式 38 の３）のた

めの、後発医薬品の割合およびカットオフ値を集計、計算する機能です。

（様式 38 の３）は３ヶ月分のレセプトが必要です。

レセプトの登録が完了したら、メニュー画面の［後発医薬品メニュー］（4 ページの⑰）

をクリックします。

集計結果が表示されます。

画面を下にスクロールするか、［増収シミュレーションを確認］をクリックすると、

加算を算定した場合の増収推定額が表示されます。

クリックすると詳細リストが
表示されます（次ページ）。

＊ 薬剤師がいなくても要件を満たせば歯科でも届出が可能です。

16

オプション機能



17

リストは「先発医薬品（後発医薬品あり）」「後発医薬品」「先発医薬品（後発医薬品なし）」

「算定外医薬品（生薬・漢方薬その他）」の順に表示されます。

医薬品の右の［後発検索］をクリックすると、該当する薬剤の

後発医薬品のリストが表示されます。
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